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 現場内小運搬 2-4 

現場内小運搬は，ボーリングマシン並びに各種原位置試験用器材をトラック又はライトバン等より降した地

点から，順次調査地点へと移動して，調査終了後にトラック又はライトバンに積み込む地点までの運搬費であ

る。（運搬に付随する積み込み，積み降ろしを含む。なお，トラック又はライトバン等による資機材運搬，人

員輸送は別途計上する。） 

小運搬の積算にあたっては，下表を参考に現地の条件にあった運搬方法を選ぶものとする。なお，搬入路伐

採等については，小運搬（人肩，クローラ，モノレール，索道）に際し，立木伐採や下草刈り等が必要な場合

に適用するものとし，その際は，2-6「その他間接調査費」の「搬入路伐採等」の単価を適用する。 

 表 2.4.1 小運搬方法一覧 

運搬方法 運搬距離 地形 運搬効率 特長 備考 

人肩 
短距離 

に適用 
緩傾斜地 

極めて 

不良 

条件を選ばないが，低能率 

（最低でも歩道程度は必要

である。） 

原則として，特装車

等が活用できない場

合に適用する。 

(例：幅 50cm 以下) 

特装車 

(クローラ) 

短～中距離

に適用 

急傾斜地（登坂能力は

斜度 20°程度まで） 
良好 

道路がなくても可能，大量

輸送が可能。 
 

モノレール 
短～中距離

に適用 

傾斜地 

急傾斜地 

急峻地 

良好 
既存の運搬路が無い場合に

有利である。 
 

索道 

(ケーブル

クレーン) 

短～中距離

に適用 

急傾斜地 

急峻地 
良好 

河川，谷，崖を越える場合

に有利である。 
 

2-4-1  適用範囲 

現場内小運搬は，市場単価方式による地質調査に適用する。 

 市場単価が適用できる範囲 1. 

現場内小運搬のうち，人肩運搬，特装車運搬（クローラ），モノレール運搬，索道運搬するもの。 

2-4-2  編成人員 

滞在費を算出するための現場内小運搬 1回当たりの編成人員は次表を標準とする。 

職種 

運搬方法 
主任地質調査員 地質調査員 

人肩 0.5 1.0 

特装車 0.5 1.0 

モノレール  0.5 

索道  0.5 

2-4-3  市場単価の設定 

 市場単価の構成と範囲 1. 

市場単価で対応しているのは，機・労・材の○印及びフロー図の着色部分である。 

調査費 
市場単価 

機 労 材 

現場内小運搬 ○ ○ × 
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 市場単価の規格・仕様区分 2. 

 表 2.4.2 現場内小運搬の規格区分 

種別・規格 単位 

人肩運搬 
50m 以下   総運搬距離 t 

50m 超 100m 以下  〃 〃 

特装車運搬（クローラ） 

100m 以下  総運搬距離 〃 

100m 超 300m 以下  〃 〃 

300m 超 500m 以下  〃 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 〃 

モノレール運搬 

50m 以下   総運搬距離 〃 

50m 超 100m 以下  〃 〃 

100m 超 200m 以下  〃 〃 

200m 超 300m 以下  〃 〃 

300m 超 500m 以下  〃 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 〃 

索道運搬 

100m 以下  設置距離 〃 

100m 超 500m 以下  〃 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 〃 

上表以外は別途計上する。 

 

 表 2.4.3 現場内小運搬における架設・撤去の規格区分 

種別・規格 単位 

モノレール運搬 

50m 以下 箇所 

50m 超 100m 以下 〃 

100m 超 200m 以下 〃 

200m 超 300m 以下 〃 

300m 超 500m 以下 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 

索道運搬 

100m 以下  吊下げ荷重 1t 〃 

100m 超 500m 以下  〃 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 〃 

上表以外は別途計上する。 

 

 表 2.4.4 現場内小運搬における機械器具損料の規格区分 

種別・規格 単位 

モノレール運搬 

50m 以下 日 

50m 超 100m 以下 〃 

100m 超 200m 以下 〃 

200m 超 300m 以下 〃 

300m 超 500m 以下 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 

索道運搬 

100m 以下  吊下げ荷重 1t 〃 

100m 超 500m 以下  〃 〃 

500m 超 1000m 以下 〃 〃 

上表以外は別途計上する。 
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 補正係数の設定 3. 

 表 2.4.5 標高差における距離の補正係数 

小運搬方法 補正値 換算距離の計算 

人肩運搬 5 換算距離＝運搬距離＋標高差×補正値 

特装車運搬(クローラ) 3 換算距離＝運搬距離＋標高差×補正値 

標高差は 1m 単位とする。 

 

 間接調査費の算出 4. 

（人肩運搬，特装車運搬） 

間接調査費＝設計単価×運搬総重量 

設計単価＝標準の市場単価（換算距離別） 

 

（モノレール運搬，索道運搬） 

間接調査費＝設計単価（運搬）×運搬総重量＋設計単価（架設・撤去） 

＋設計単価(機械器具損料)×供用日数 

設計単価＝標準の市場単価 ただし，機械器具損料は特別調査により別途計上する。 

供用日数＝架設日数＋調査・試験等作業日数＋撤去日数 

 

2-4-4  適用に当たっての留意事項 

現場内の各小運搬方法に伴う機材，雑品はこれを含むものとする。 
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2-4-5  日当たり作業量 

日当たり作業量は下表を標準とする。 

 表 2.4.6 現場内小運搬の日当たり作業量 

種別・規格 単位 日当たり作業量 

人肩運搬 
50m 以下 ｔ 3.2 

50m 超 100m 以下 〃 1.3 

特装車運搬(クローラ) 

100m 以下 〃 3.5 

100m 超 300m 以下 〃 1.9 

300m 超 500m 以下 〃 1.4 

500m 超 1000m 以下 〃 1.2 

モノレール運搬 

50m 以下 〃 3.4 

50m 超 100m 以下 〃 2.8 

100m 超 200m 以下 〃 2.3 

200m 超 300m 以下 〃 1.0 

300m 超 500m 以下 〃 1.0 

500m 超 1000m 以下 〃 1.0 

索道運搬 

100m 以下 〃 5.0 

100m 超 500m 以下 〃 4.0 

500m 超 1000m 以下 〃 3.0 

 表 2.4.7 現場内小運搬における架設の日当たり作業量 

種別・規格 単位 日当たり作業量 

モノレール運搬 

50m 以下 箇所 1.2 

50m 超 100m 以下 〃 0.6 

100m 超 200m 以下 〃 0.3 

200m 超 300m 以下 〃 0.2 

300m 超 500m 以下 〃 0.16 

500m 超 1000m 以下 〃 0.08 

索道運搬 

100m 以下 〃 0.41 

100m 超 500m 以下 〃 0.19 

500m 超 1000m 以下 〃 0.11 

 表 2.4.8 現場内小運搬における撤去の日当たり作業量 

種別・規格 単位 日当たり作業量 

モノレール運搬 

50m 以下 箇所 1.66 

50m 超 100m 以下 〃 0.74 

100m 超 200m 以下 〃 0.60 

200m 超 300m 以下 〃 0.35 

300m 超 500m 以下 〃 0.31 

500m 超 1000m 以下 〃 0.10 

索道運搬 

100m 以下 〃 0.65 

100m 超 500m 以下 〃 0.23 

500m 超 1000m 以下 〃 0.13 
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 足場仮設 2-5 

2-5-1  適用範囲 

足場仮設は，市場単価方式による地質調査に適用する。 

 市場単価が適用できる範囲 1. 

足場仮設のうち，平坦地足場，湿地足場，傾斜地足場，水上足場に適用する。 

2-5-2  編成人員 

滞在費を算出するための足場仮設の編成人員は次表を標準とする。 

職種 主任地質調査員 地質調査員 

人員 0.5 1.0 

2-5-3  市場単価の設定 

 市場単価の構成と範囲 1. 

市場単価で対応しているのは，機・労・材の○印及びフロー図の着色部分である。 

調査費 
市場単価 

機 労 材 

足場仮設 ○ ○ ○ 
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 市場単価の規格・仕様区分 2. 

 表 2.5.1 足場仮設の規格区分 

種別・規格 単位 

平坦地足場 
高さ 0.3m 以下 箇所 

高さ 0.3m 超 〃 

湿地足場  〃 

傾斜地足場 

地形傾斜 15 ﾟ以上～30 ﾟ未満 〃 

地形傾斜 30 ﾟ以上～45 ﾟ未満 〃 

地形傾斜 45 ﾟ以上～60 ﾟ 〃 

水上足場 

水深 1m 以下 〃 

水深 3m 以下 〃 

水深 5m 以下 〃 

水深 10m 以下 〃 

上表以外は別途計上する。 

 補正係数の設定 3. 

 表 2.5.2 足場仮設におけるボーリング深度の補正係数 

足場の区分 50m 以下 50m 超 80m 以下 80m 超 120m 以下 120m 超 

記号 K1 K2 K3 K4 

平坦地足場 1.00 1.05 1.10 1.20 

湿地足場 1.00 1.05 1.10 1.20 

傾斜地足場 1.00 1.05 1.10 1.20 

水上足場 1.00 1.05 1.10 1.20 
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 間接調査費の算出 4. 

間接調査費＝設計単価×設計数量 

設計単価＝標準の市場単価×（K1～K4） 

 

2-5-4  適用に当たっての留意事項 

1．単価は，ボーリング櫓設置撤去，機械分解組立を含むものとする。 

2．水上足場において，ボーリング櫓設置撤去のために「とび工」が必要な場合，並びに，水底の地形

が傾斜しており，整地のため「潜水士」が必要な場合は，別途計上するものとする。 

3．水上足場は，作業船を含むものとする。 

4．水上足場は，河川・湖沼等波浪の少ない場合とし，海上の場合は，別途計上する。 

5．水上足場設置後に，作業現場までの移動に船外機搭載の船舶等を使用する必要がある場合について

の移動費用については，別途計上する。 

 

2-5-5  日当たり作業量 

日当たり作業量は下表を標準とする。 

 表 2.5.3 足場仮設の日当たり作業量（設置・撤去） 

種別・規格 単位 日当たり作業量 

平坦地足場 
高さ 0.3m 以下 箇所 2.0 

高さ 0.3m 超 〃 1.25 

湿地足場  〃 1.0 

傾斜地足場 

地形傾斜 15゜以上～30゜未満 〃 1.0 

地形傾斜 30゜以上～45゜未満 〃 0.5 

地形傾斜 45゜以上～60゜ 〃 0.5 

水上足場 

水深 1m 以下 〃 0.5 

水深 3m 以下 〃 0.5 

水深 5m 以下 〃 0.3 

水深 10m 以下 〃 0.3 
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